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税務調査の場面では、最終的に税務署側と納税者側の“落としどころ”の探り合いになることが少なくありません。税務署側
の内部事情と、早く調査を終わらせたいという納税者側の気持ちが“落としどころ”という、何ともふわっとした決着につなが
っていきます。税務署の内部事情とそこから見える問題点について考えたいと思います。

1 税務調査の担当部門など

税務調査について調査担当者・部門という視点から見てみます。

税務署の調査部門で一般部門といわれるところは、基本的には、部門統括官（特官）が事案選定をしています。そして、調
査予告後に、通常は1人で税務調査にやって来ます。大規模法人を調査する特官の場合も、調査予告の後に付職員との
組調査で税務調査が行われます。また、大規模な税務署に設置されている特別国税調査官（総合調査担当）、いわゆる総
合特官、特別管理部門、繁華街担当部門（機能別担当部門）の職員は特に調査能力が高いとされており、売り上げ除外な
どの不正計算を想定して、調査予告をせずに厳しい調査を行います。

税務署 法人課税部門（法人税、消費税、印紙税、酒税等）の組織図

 ＊図表：筆者が簡素にまとめたもの

そのため、さまざまな資料などから多額の不正が想定されるような事案については、総合特官などが管理しています。特別
国税調査官（総合調査担当）、いわゆる総合特官、特別管理部門、繁華街担当部門（機能別担当部門）の職員の中から特
に優秀な職員は国税局の資料調査課、調査部、査察部などに異動します。調査予告の有無、担当部門、調査指揮を執る
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統括官・調査担当者の経歴・調査経験年数、調査初日の人数などで、調査内容・調査深度が大きく違ってきます。調査予
告がなく複数で来たなら、取引銀行、代表者自宅へも臨場している場合が多く、また、相当確度の高い資料を持っており、
厳しく、深度ある調査が実施される可能性が高いのです。調査担当者によりどのような非違を想定してどのくらいの調査に
なるのか予想できます。まさに、孫子の兵法にいう「敵を知り、己を知れば、百戦殆うからず」です。税務署をよく知ることが
税務調査対策として重要です。

2 調査ノウハウ

具体的にどのように税務調査が行われるのでしょうか。調査担当者によっては、会社事務所内の机の引き出し、金庫、ロッ
カーの中、自宅にある金庫などに保管されているものを確認したいと言ってきます。税務調査の基本は、原始記録などの把
握にあります。入出金、口座などを記載した社長のメモ、手帳などは原始記録となりますし、印鑑、ゴム印などは請求書、領
収証の作成に使用されます。メモなどが経理処理と異なっていないか、請求書・領収証に不審なものはないか検討するの
です。この原始記録などを把握するための調査技法を現物確認調査といいます。経験上、それらは、代表者のかばん、ロッ
カー、引き出しなどから発見される場合が多いのです。税務調査は査察と異なり任意調査ですから、もちろん断ることはで
きます。「断ったら、何か隠していると思われるかもしれない」などと考える必要はありません。

調査担当者は、例えばこんな風に言ってきます。「使い切った領収証などはどこにありますか」。「金庫の中です」と答えれ
ば、「持ってきてもらえますか」と。そして経理担当者が金庫に行くのについて行き、「ついでに金庫の中を確認させてくださ
い」と言って金庫の中を確認します。また、机の引き出し、ロッカーも同様です。当然のことですが、調査担当者は中身には
触れません。すべて会社側に出してもらいます。「私物が入っていますから」と言っても、調査担当者からは、「私物とそうで
ないかは私が判断します」と言われてしまいます。私も何度か社長の手帳に記載されたメモから不正計算を把握したことが
あります。これは綿々と引き継がれている調査ノウハウです。

3 税務署内での手続き… 続きを読む
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